
１．はじめに
今から約１６０年前の１８４１年，リチャード・オーエン

が英国産の大型爬虫類化石に対して恐竜（Dinosauria）

という名称を提唱して以来，多くの化石爬虫類が恐竜

類として記載されてきたが，一般大衆のみならず研究

者の間でも恐竜は他の爬虫類同様，動きが緩慢な動物

であると長い間考えられてきた．１９７０年代に J.オスト

ロムが獣脚類は活動的な動物であったという仮説を提

唱してから，恐竜研究は一つのブームとさえいえる状

況が続いている．その中で肉食恐竜と鳥類との系統的

近縁性が指摘され，鳥類の起源が獣脚類にあることは

鳥類化石研究者のみならず，一般の研究者にとっても

定説となってきた．近年になって多くの鳥化石が発見

されるようになり前期白亜紀に鳥類が放散したことが

あきらかになってきた．それと共に，中国の白亜紀前

期の湖成層から鳥化石と共に羽毛を持つ小型の肉食恐

竜が発見され，鳥類と肉食恐竜の系統関係についての

論文が多数発表されるようになってきた．しかし，獣

脚類から鳥類への進化についてはまだ不明な点が多

く，新しい化石が発見されるたびに，新しい仮説が生

まれ，そのつど熱い論争が続けられている．

２．モンゴルにおける恐竜化石調査の歴史
アジア中央部に広がるゴビ砂漠の恐竜化石産地を最

初に調査したのはアメリカ自然史博物館の調査隊で

あった．１９２２－１９２５年にロイ・チャップマン・アンド

リュースを隊長とする調査隊は中国からモンゴルに広

がるゴビ砂漠を調査し，カメ化石（Gilmore,１９３１；

１９３４），トカゲ化石（Gilmore,１９４３），ワニ化石

（Mook,１９２４），恐竜化石（Osborn,１９２３；１９２４a；

１９２４b ; Granger and Gregory,１９２３），中生代哺乳類

（Simpson,１９２５；Gregory and Simpson,１９２６）等を

採集してアメリカに持ち帰り，研究を進めた．

彼らの当初の目的は初期人類の起源の地を見つける

ことであったが，恐竜化石の発見によって思いもよら

ない成功を収めた．特にバインザクから発見され，当

初プロトケラトプスのものと考えられた卵・巣化石

は，「初めて発見された恐竜の卵化石」としてアンド

リュース隊の名前と共に世界に広がっていった．その

後，アメリカの調査隊は１９２８年と１９３０年に再度アジア

大陸に足を踏み入れるが，現在のモンゴル国の恐竜化

石産地へはたどり着くことができなかった．

アメリカ自然史博物館の中央アジアへの遠征の成功

は，広く世界の古生物学者を魅了した．ソ連邦と中国

との狭間で１９２４年社会主義革命を成し遂げたモンゴル

は，ソ連邦との関係を強化していった．第二次世界大

戦後，モンゴルの恐竜調査を復活させたのはソ連邦科

学アカデミーであった．１９４６年・１９４７年・１９４９年の３

年間，エフレーモフを隊長として，広くゴビ砂漠を調

査し，アメリカ隊が訪れていなかったモンゴル西部の

中生界をも調査した．彼らが成し遂げた一番の成果は

ネメグト盆地の大恐竜産地の発見であり，そこでタル

ボサウルスやサウロロフスなどの巨大な恐竜類をいく

つも発掘したのである．

１９６０年代に入ると，ソ連の大学で学んだモンゴル人

古生物学者が自ら調査を計画するようになる．それは

１９６４年から１９７１年まで続いたモンゴル－ポーランド共

同調査隊に結実する．ポーランド側からはキーランヤ

ウォロスカ，マリャンンスカ，オスモルスカなどの研

究者が，モンゴル側からは哺乳類化石研究者のダシュ
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ゼベーグ，恐竜化石研究者のバースボルドとペルレが

調査に参加した．アメリカやソ連が調査した地域の白

亜系を丹念に調査し，竜脚類，デイノケイルス，堅頭

類，アンキロサウルス類，中生代哺乳類とトカゲ化石

などを次々と採集していった．彼らがツグリキンシレ

から発見したプロトケラトプスとベロキラプトルとが

戦っている状態のまま化石となった“ファイティング

ダイノサウルス”は最も有名な発見となった．彼らの

成果の多くは１９６８年以降に出版された Paleontologia

Polonica や Acta Palaeontologica Polonica 等に報告さ

れている．

１９６９年に開始されたソ連科学アカデミーとモンゴル

科学アカデミーの古生物学共同調査隊（Soviet

Mongolian joint Paleontological Expedition）はソ連

崩壊後，現在も続いている．この歴史ある共同調査の

成果は１９７４年から継続して発行されている４６冊の共同

調査報告書（１９９６年現在）やロシア古生物学研究所紀

要，ロシア科学アカデミー古生物学雑誌（Paleontological

Journal）での論文群に結実している．これらは全て

ロシア語で書かれているうえに，地理学的地質学的情

報が乏しいため，利用しづらいものだった．

１９９１年のソ連の崩壊に伴い，民主化の波がモンゴル

に押し寄せた．１９９２年に発効した新しい憲法によっ

て，モンゴル人民共和国はモンゴル国へと国名を変更

した．それまでの社会主義国家から自由主義経済国家

への転換に伴い，古生物学の分野においても１９９１年か

らアメリカ自然史博物館との共同調査が開始され

た．１９９３年に，この共同調査隊はウハトルゴトという

新しい化石産地を発見した．ネメグト盆地にあるこの

産地は，白亜紀後期のジャドフタ層相当層とされてい

る（Dashzeveg et al .,１９９５）．アンキロサウルス類，

プロトケラトプス類，獣脚類などの恐竜類を初め，小

型脊椎動物化石として保存のよい大量の中生代哺乳類

とトカゲ化石が産出し，その研究が進んでいる（Gao

and Norell,２０００）．

アメリカ自然史博物館に１年遅れた１９９２年，林原自

然科学博物館がモンゴル科学アカデミー地質学研究所

（現古生物学センター）との共同調査を開始した．同

年６月にゴビ砂漠中央部の白亜系化石産地の予察を実

施した．調査した化石産地はアルグイウランツァフ，

バインザク，ツグリキンシレの３カ所である．アルグ

イウランツァフは恐竜の卵化石産地だが，正味２時間

ほどの探査では卵化石を発見することはできなかっ

た．バインザクはアメリカ自然史博物館の調査で有名

になった「炎の崖」があり，期待を持って調査した

が，数個の骨の破片の発見にとどまった．最後に訪れ

たのが，ツグリキンシレだった．半日の調査でプロト

ケラトプスの頭骨化石を２個発見することができた．

恐竜の化石が数日の調査で見つかるものなのかという

不安は一気に吹き飛んだ．もっと多くの人数で調査日

数も数ヶ月にわたる本調査を行えば，かなりの成果を

上げることが可能だと予想された．

日本での調査準備には大きな労力を要した．必要な

調査生活装備や食料品など全てを日本から送らなけれ

ばならなかった．経済崩壊によってモンゴルのウラン

バートルには食料や物資が無かったからだ．翌年

（１９９３年）の春，モンゴル科学アカデミー地質学研究

所（現モンゴル科学アカデミー古生物学センター）所

長のバースボルド博士を招聘し，共同調査の調印式を

執り行った．いよいよモンゴル国ゴビ砂漠における日

本で初めての本格的な恐竜調査の幕が切って落とされ

たのである．

３．林原自然科学博物館のモンゴル共同調査
１）モンゴルの白亜系
１９２０年代以降行われたアメリカ，ソ連（ロシア），

ポーランドの各調査隊によるゴビ砂漠の調査によっ

て，モンゴルの白亜系の堆積学的，古生物学的知識は

増大した．１９９０年代に入って，ゴビ地域の白亜系につ

いての知識がまとめられ（Jerzykiewicz and Russell,

１９９１；Jerzykiewicz,１９９５），さらに２０００年には The

Age of Dinosaurs in Russia and Mongolia という書籍

が出版され，モンゴルの中生代の脊椎動物化石のまと

めがおこなわれた．それらによると，後期白亜紀の脊

椎動物化石の産出層は下位からバインシレ層，ジャド

フタ層，バルンゴヨット層，ネメグト層と呼ばれてい

る（図１）．バインシレ層とネメグト層は河川成層で

あるが，ジャドフタ層とバルンゴヨット層には乾燥気

候下で堆積した風成層が卓越する．モンゴルの白亜系

図１ モンゴルの白亜系地質柱状図（Jerzykiewicz，１９９５を改変）
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は多くの調査隊によって調べられているのにも関わら

ず，白亜系が堆積した絶対年代は不明なままであり，

産地間の対比も不十分であった．北米大陸の脊椎動物

化石群集との比較や隣接する中国，シベリア，中央ア

ジア地域の無脊椎動物化石群集との比較によっておお

よその時代が推定されていたにすぎなかった．林原共

同調査隊では白亜紀の陸成層の絶対年代を確定するた

め，古地磁気層序学的調査を行っている．その調査結

果に基づき，フレンドフの下部白亜系はアルビアン，

バインシレ層はセノマニアンからサントニアンという

年代が推定されている（Hicks et al .,１９９９）．

さらに大型の恐竜化石が大量に発見される上部白亜

系についても分析結果が得られつつある．

２）調査の概要
林原自然科学博物館のゴビ砂漠での古生物学調査は

モンゴル国科学アカデミー地質学研究所（現古生物学

センター）との共同作業である．第一次共同調査は

１９９３年から１９９５年までの３カ年行われた．この３年間

の共同調査によって上部白亜系の重要な化石産地を一

通り調査し，重要な脊椎動物化石を発見することがで

きた．この成果に基づき，共同調査の継続を決定し

た．翌年１９９６年から２０００年に第二次調査が行われ，現

在２００１年から２００５年の第三次共同調査を継続中である

（図２）．調査の概略は林原自然科学博物館研究報告

書第１号（２０００年），第２号（２００４年）に詳しい．

参加メンバーは日本側の研究者として林原自然科学

博物館の石井健一（日本側調査隊隊長）・渡部真人

（日本側調査リーダー）・鈴木茂・石垣忍・松本幸英

が中心となり，さらに社外スタッフが調査に参加し

た．１９９３年からの調査を通して，石本秀樹（堆積学，

大阪市立大学），D. B. ワイシャンペル（古脊椎動物

学，ジョンホプキンス大学），D.E. ファストフスキー

（堆積学，ロードアイランド大学），D.J. ニコルス

（花粉学，米地質調査所），D.L. ブリンクマン（古地

磁気学，エール大学），J.F. ヒックス（古地磁気学，

スクリプト海洋研究所），A. アッシュ（古植物学，ス

ミソニアン博物館），對比地孝亘（古脊椎動物学，

エール大学）が参加している（所属はいずれも参加当

時）．さらに日本側プレパレーターとして林原自然科

学博物館の橋本龍，園田武晴，藤山佳人が調査に参加

している．モンゴル側からはR. バースボルド（モン

ゴル側調査隊隊長），Kh. ツォクトバートル（モンゴ

ル側調査リーダー）を初め，古脊椎動物学，堆積学，

古植物学，花粉分析，微化石の研究者やプレパレー

ターが参加している．調査隊を現場でサポートするモ

ンゴル人運転手とコックも毎年同行する．

調査は気候の安定している６月から８月の夏期に

行っている．参加人数は双方あわせて１２名から２０名で

ある．

図２ １９９３年－１９９８年に共同調査隊が訪れた白亜系化石産地
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３）調査に必要な物資
過酷なゴビ砂漠での調査では，日本の調査では考え

られないような変わった調査物資が必要になる．

調査隊の調査物資は，普段ウランバートル市の中心

部にある古生物学センターのラボラトリーに保管され

ている（図３）．そこに，調査物資を運ぶトラック，

隊員を運ぶ四輪駆動車，化石採集用の石膏・板・麻布

等，移動式住居ゲル，ベースキャンプ地で食料や調査

資材保管用大型テント，個人用テント，寝袋，毛布，

調理器具，食器，水用ポリタンク，折り畳み式の机と

椅子，その他調査に必要なあらゆる物資を保管している．

物資運搬用車両は，ロシア製のGAZ６６を主に使用

している（図４）．この車はロシアのゴーリキー自動

車工場で作られた軍用四輪駆動トラックで，部品など

もモンゴルで普通に入手できる．また，５トン積の

ZIL１３０や六輪駆動トラックの ZIL１３１もよく使われる

トラックである．調査が始まる前には，これらのト

ラックは徹底的に整備される．砂漠での故障は，調査

の実行に致命的な障害となるからだ．修理・整備に必

要な部品を求めてウランバートル市郊外で開かれる自

動車ザハ（市場）へ行くことになる．売り手と買い手

がごった返す売り場では常にスリに注意が必要であ

る．調査人員を運ぶ日本製の四輪駆動車用の部品は日

本から運んでいたが，最近ではウランバートルでも部

品を入手できるようになった．

ゴビ砂漠のベースキャンプで欠かせないのがゲルで

ある（図５）．この組み立て式住居は遊牧民の長い歴

史に培われた知恵が凝集している．食堂や執務室とし

て砂嵐や昼間の直射日光から隊員達を守る役目を果た

している．調査用物品と食料の貯蔵用として大型のテ

ントを使用しているが，最近メーカーが製造を中止し

てしまったため，これに変わるテントをさがしてい

る．国内では見つからず，海外からの取り寄せが必要

になるかもしれない．個人用テントはドーム型のしっ

かりした本格的なテントが必要である．簡易なキャン

プ用テントでは強風と砂と紫外線による劣化で，すぐ

に使えなくなってしまう．

シャワーテント：１－２ヶ月の間，「風呂」に入る

ことはできない．日本とは異なり，湿度がきわめて低

いため，汗でからだがベトベトになることはないが，

頭は砂だらけになるし，身体も清潔にしたいと考える

のはもっともなことである．近くに井戸などがあり，

水を豊富に使えるところにキャンプを設営したときに

はシャワーテントの出番である．水が少々冷たくとも

久しぶりにからだと頭を洗うとさっぱりし，気持ちも

リフレッシュされる．

図４ 調査用車両左がGAZ６６図３ モンゴル古生物学センターラボラトリー

図５ 移動式住居のゲル １９９５年ゴビ砂漠西部の化石産地ブギ
ンツァフ
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４）調査隊の生活
８時，１３時，２０時，これが２０００年の調査時の食事開

始時間だ．参加者にとって食事内容は調査の志気にも

関わってくる重要な関心事である．モンゴル人のコッ

クさんの腕次第なのだが，われわれの共同調査隊は恵

まれている方だと毎年感じている．日本人の口にも合

う料理を作ってくれるからである．しかし，調査期間

のごく最初はウランバートルで購入したブタ肉や牛肉

もメニューに上るが，しばらくするとヒツジとヤギの

肉しかなくなるのだ．長年モンゴル調査を続けている

隊員にとってはヒツジ肉よりもヤギの肉の方が旨いと

いう冷静な意見もでてくるが，これらの肉のにおいに

身体が慣れない人間にとっては毎日が苦痛の連続だろ

う．遊牧民から新しくヤギを手に入れたときには大き

な鍋に内臓料理がそれこそ山盛りになってでてくる．

モンゴル人は実に旨そうにたべる．しかし，日本人は

調査の後半になると箸が進まなくなる．郷にいれば郷

に従えというようにヤギやヒツジ肉に慣れることがモ

ンゴル調査の第一歩なのである．

調査に出かけるときに必要なものはまず，水であ

る．コックさんが前もって一度煮沸した水を用意して

くれている．それを各自水筒に入れて持ち歩くのであ

る．日差しがきつく，乾燥しているゴビでは，注意し

て水を補給しないとすぐに脱水症状になって危険だ．

５）化石の採集
毎年の野外調査期間は短い時で１ヶ月，長い時で２

ヶ月間．１つの産地に１週間から２週間程度滞在する

ことになる．そこで調査をして見つけた化石の中から

研究上重要性の高い良い標本から順に採集することに

なる．重要性の低い化石は上に砂をかけて盗掘やそれ

以上の風化を防いで，フィールドに残される．持ち帰

ると決めた標本は，大きさや保存状態等により，モノ

リス，石膏ジャケット，あるいはそのまま取り上げる

かを決定する．モノリスとはロシアの化石採集方法の

一つで，化石の周囲を四角に掘りこみ，その形に合わ

せて木枠を作り化石にかぶせる．木枠と母岩の隙間に

石膏を流し込み，固定したあと，木で蓋をする（図

６）．その後，地面と切り離し，ひっくり返して木で

蓋をする．これで大きなサイコロのような木箱ができ

あがる．これをモノリスと呼ぶ（Watabe et al .,

２００４）．

採集した化石をトラックに積んで，次の産地に向か

うが（図７），化石の積載量が多いときには一度ウラ

ンバートルへ化石を運ぶこともある．１９９３年から今ま

での調査で，ゴビ砂漠にあるほとんどの白亜紀の恐竜

化石産地に足を運んでいる．調査隊が訪れた化石産地

はほとんどが南ゴビ県と東ゴビ県に属している

が，２００２年には初めてゴビ砂漠を外れて遠くモンゴル

西部のジュラ系から下部白亜系と言われている地域を

調査した．

１９９３年から１９９５年の第一次調査では下部白亜系から

イグアノドン類，上部白亜系バインシレ層からバクト

ロサウルス，セグノサウルス類，小型獣脚類を，ジャ

ドフタ層からはプロトケラトプス類，ベロキラプト

ル，ピナコサウルス，中生代哺乳類やトカゲの化石

を，ネメグト層からはサウロロフス，タルボサウル

ス，ガリミムス，オビラプトル類などの恐竜を多数採

集した．また，様々な種類の恐竜卵化石や巣化石も大

量に採集することができた．

１９９６年から２０００年の５年間では，恐竜の骨格化石の

他に大量の足跡化石を発見したことが特筆される．東

ゴビのシャルツァフと中央ゴビのアブドラントヌルの

足跡化石について詳細な調査を行っている（Ishigaki,

１９９９）．ゴビ砂漠の恐竜の骨格化石産地では，量と質

はいろいろだが，どこでも足跡化石が発見されると

言ってよい．

恐竜の足跡化石や卵化石（破片でも）は，陸成中生

界の重要な示準化石の一つである．化石骨が発見でき

なくとも，これらの化石は数が多く，発見される可能

図６ 大型モノリスの作成 中央ゴビの化石産地ホンギル 図７ モノリスの積み込み 中央ゴビの化石産地ホンギル
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性が高いからだ．足跡や卵の形態からは，その恐竜の

分類群が推定できることもあり，間接的にその産地の

恐竜動物群組成を教えてくれる重要なデータだ．

２００１年以降は下部白亜系の湖成層に着目して調査を

進めている．ペーパーシェールからは大量の植物化

石，昆虫化石，魚化石を産するが，鳥や恐竜化石は羽

毛しか発見することができていない（図８）．やはり

中国東北部の産地のような条件は稀なのであろう．

２００４年以降，共同調査隊は恐竜化石が最もよく発見

できるゴビの上部白亜系産地の調査だけではなく，時

代に関しても地域に関しても化石の種類についても視

野を広げながら調査をおこなっていきたいと考えている．

４．鳥類と恐竜の関係
１）恐竜から鳥への進化
恐竜から鳥が進化してくるといっても肉食恐竜から

鳥類が一足飛びに変化するわけではない．５０年ほど前

までは羽毛を持つ脊椎動物は鳥類のみと考えられてい

たので，羽毛という形質は鳥の派生形質と考えられて

いた．つまり，羽毛があればその動物は鳥類と考えて

よいとされていた．しかし，近年羽毛を持つ獣脚類が

中国の下部白亜系の湖成層から次々に発見されるに及

んで，羽毛のみでは鳥類とは断定できない状況が出現

した．鳥かどうかはその動物が空を飛べるか，あるい

はその祖先が空を飛んでいたかが決め手になる．獣脚

類の化石の記録から鳥類への進化過程をみてみると，

獣脚類のいろいろな分類群において，個別にからだの

各パーツの改変が行われていて，部分的に見ると鳥類

と共通した特徴を持っている．以前は羽毛があればも

うそれだけで鳥類だと考えられていたけれども，今は

羽毛を持っている獣脚類が数種類見つかっている．空

を飛ばない獣脚類にも羽毛が見られることから，羽毛

の発生は，一次的には保温のためで，二次的に飛行に

使われたのだろうと考えられている．今までモンゴル

国の白亜系から発見されている獣脚類は全て砂岩層か

ら発見されているので，仮に羽毛を持つ獣脚類であっ

てもその証拠は化石に残ることはない．モンゴルにお

いても，羽毛を持つ獣脚類の化石は下部白亜系の湖成

層にみられるペーパーシェールのような細粒堆積物か

ら発見されるのだろう．

２）研究の現場
われわれの共同調査で採集された標本の中から，鳥

と恐竜の系統関係を考察する上で参考になる標本を取

り上げて研究の現状を報告しよう．

異鳥類（Enantiornithes Walker, 1981）

異鳥類（エナンティオルニス類）は白亜紀に栄えて

白亜紀末に絶滅した鳥類である．海成層からは見つか

らず，陸成層から見つかるという陸鳥で，スペイン，

中国，オーストラリアの下部白亜系と南北アメリカ，

ユーラシア大陸，マダガスカルの上部白亜系から記録

されている（Chiappe and Walker,２００２）．モンゴル

においては Gobipteryx minuta（Elzanowski,１９７４）が

唯一の異鳥類とされていたが，林原－モンゴル共同調

査隊が１９９８年に中央ゴビのツグリキシレの風成層から

発見した鳥類化石が新種の異鳥類であることが確認さ

れた（Suzuki et al .,１９９９）．この標本はハトよりも一

回り大きく，翼と肩，胸の骨と，後肢の指と爪の骨が

保存されていた（図９）．この標本の特徴は，風切り

羽根の付着する尺骨が上腕骨よりも短いという点にあ

る．一般の飛翔性の鳥はその逆で，尺骨は上腕骨より

図８ 下部白亜系のペーパーシェールの化石調査 マンライ 図９ エナンティオルニス類鳥類化石 スケール１０cm
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も長いのである．このことはツグリキンシレで採集し

た異鳥類は現在のニワトリやホロホロチョウのよう

に，まともに空を飛ぶことができなかったことを示し

ている．現在，ロサンゼルス郡立自然史博物館の中生

代鳥類化石研究者の L.M. チアッペ博士と鈴木が中心

となり，この標本の記載論文を作成中である．

シュブーイア（Shuvuuia）

シュブーイアはアルバレスサウルス科（Alvarezsauridae），

モノニクス亜科（Mononikinae）に属する小型獣脚類

である（Chiappe et al.,２００２）．モノニクスは１９９３年

に，今から約７０００万年前のゴビ砂漠の上部白亜系から

発見された体長約１メートルの奇妙な肉食恐竜であ

る．モノニクスは極端に短い前肢と大きな第一指とを

もつが，骨格の各部分に鳥類の特徴を備えていたた

め，始祖鳥に次いで原始的な鳥類として記載された

（Perle et al .,１９９３）．

その後ネメグト盆地北部のフルサン（Khulsan）の

上部白亜系バルンゴヨット層から，Parvicarsor が記

載され（Karkhu and Rautian,１９９６），１９９８年にはウ

ハトルゴトとツグリキンシレのジャドフタ層からシュ

ブーイア（Shuvuuia）が記載された（Chiappe et al.,

１９９８）．モノニクス類が鳥類に属するという仮説は当

初から多くの論争を生み，現在もその系統仮説は研究

者の合意を得ているとはいえない．林原－モンゴル共

同調査隊が１９９８年にツグリキンシレで発見したモノニ

クス類は研究の結果，シュブーイアであることがわ

かった（Suzuki et al .,２００２）．この標本の発見によっ

て，いままでのモノニクス類の化石からはあきらかで

はなかった特徴が判明した．その中で最も重要な点

は，尾椎が３５個以上あることと前肢に三本の指がある

ことである（図１０）．特に前者の特徴は獣脚類の原始

的な形質であり，この特徴があるとモノニクス類を鳥

類に入れることはできない．前肢に三本の指があるこ

とは手根骨の形状から推定されていたが（Perle et

al .,１９９４），関節状態で発見されたこの標本の発見に

よって巨大な第一指に続いて小さな第二指と第三指が

あることが確認された．

ノミンジア（Nomingia）

ノミンジアは林原－モンゴル共同調査隊が発見した

標本で初めて新属新種の名前が付いた標本である．こ

の標本は１９９４年にゴビ砂漠西部のブギンツァフにおけ

る調査中に発見されたものである．

一般に鳥類では尾椎の先端数個が癒合し，尾端骨を

形成し，尾羽の付着点としての働きを持っている．原

始的で最も古い鳥類である始祖鳥には尾端骨はない

が，その後に出現した化石鳥類では尾端骨が確認され

A. B.

図１０ A：シュブーイア化石，B：骨格図
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ている．ノミンジアは体長１メートル強，小型獣脚類

オビラプトルの仲間である．前肢と頭から頚部にかけ

ての骨格を欠損している（図１１）．ノミンジアの尾椎

の個数は２４個．このうち遠位端の５個の尾椎が癒合し

尾端骨を形成しているが，尾端骨を持つ肉食恐竜はノ

ミンジアが初めてである（Barsbold et al .,２０００）．尾

椎の個数が２４個という特徴も鳥類の派生形質とされて

いる．近年，ノミンジアを含むオビラプトル類全体を

鳥類とする研究成果が報告されたが（Maryanska et

al .,２００２），オビラプトル類を鳥類に近縁とする研究

者はまだ少数派である．

始祖鳥は尾端骨を持たず，それ以降の鳥が尾端骨を

持っている．この標本の発見によって今まで鳥類にし

か存在しないとされてきた尾端骨が獣脚類にも存在す

ることがあきらかになった．

アビミムス（Avimimus）

アビミムスはソ連のモンゴル調査によって採集され

た標本に対して名付けられたものである（Kurzanov,

１９８７）．アビミムスは尺骨後部に羽毛の付着面を持ち，

手根中手骨が癒合しているなど鳥類の派生形質を持っ

ていると考えられた．そのため，彼の論文には，から

だの上半部は鳥類のような翼を持ち，下半身はダチョ

ウのような走鳥類をイメージしたかのような復原図が

描かれている．１９９６年，林原－モンゴル共同調査隊が

ゴビ砂漠東部および中央部に分布する上部白亜系から

発見したアビミムスの全身骨格には，クルザーノフが

記載した完模式標本では保存が不良であった前肢部

分，すなわち肩甲烏口骨，上腕骨，尺骨と橈骨，およ

び手根中手骨が含まれていた．肩甲骨は細長く，烏口

骨は大きい．尺骨と橈骨は完全で，尺骨の後縁にはっ

きりしたキールを持ち，橈骨は細い棒状を示してい

た．手根中手骨は完全に癒合している．この標本に見

られるこうした特徴は後期白亜紀の小型獣脚類に鳥類

同様の形態的適応があったことを示している

（Watabe et al .,２０００）．

進化した小型獣脚類のいろいろな分類群の中で空を

飛ぶための骨格の改変が試されているようにも見え

る．羽毛を持つものがいたり，手根中手骨が癒合して

いたり，尾端骨ができたり，尾椎の数が減少し尾自体

が短縮したりしているのをみると，それぞれ独自に起

きた新しい形質の出現が総合されて，空を飛ぶことに

つながったように考えられる．現在では一つの形質で

鳥を定義できる派生形質を見いだすのは困難である．

飛ぶことができるかどうかが獣脚類と鳥類を分ける基

準といえるだろう．

林原－モンゴル共同調査隊は，ゴビ砂漠に分布する

上部白亜系から小型獣脚類から鳥への進化を探る上で

鍵となる多くの化石を発見し，研究を進めてきた．ゴ

ビ砂漠から発見される化石は，獣脚類から鳥への進化

過程の一端を明らかにする上で重要な鍵を握る貴重な

標本なのだ．
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